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令
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歌
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催
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あ
た
っ
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司
会 

会
長 

小
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史
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令
和
六
年
度 

和
歌
山
保
護
司
会
通
常
総
会
並
び

に
懇
親
会
が
、
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
『
鳳
凰
の
間
』

に
於
い
て
、
令
和
元
年
以
来
、
五
年
ぶ
り
に
、
ご
来

賓
の
方
々
に
も
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。 

今
年
は
、
六
名
の
方
々
に
和
歌
山
市
長
感
謝
状
の

贈
呈
が
有
り
、
そ
の
後
、
堂
坂
総
務
部
会
長
の
司
会

の
も
と
、
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
ご
審
議
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

各
担
当
部
会
長
並
び
に
事
務
局
長
よ
り
、
各
議
案

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
審
議
の
結
果
、
出
席
者
の

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
総

会
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
更
生
保
護
制
度
施
行

75

周
年
の
節
目

の
年
と
な
っ
て
お
り
、
十
一
月
六
日(

水)

和
歌
山
城

ホ
ー
ル
に
て
六
百
名
あ
ま
り
の
方
々
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
記
念
和
歌
山
県
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
第

74

回
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

の
七
月
強
調
月
間
期
間
中
、

JR

和
歌
山
駅
で
の
街

頭
広
報
活
動
や
皆
様
方
の
各
地
域
に
於
い
て
も
、
広

報
活
動
等
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。 

 

保
護
司
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
更
生
保
護
の
一

層
の
充
実
発
展
と
『
犯
罪
や
非
行
の
な
い 

安
全
で

安
心
で
き
る 

明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
』
を
目
指

し
て
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

総会終了後は、懇親会も５年ぶりに来賓の方々をお招きして、開催する
ことができました。あちらこちらの席から、笑顔と談笑の声が聞こえ、和
やかな雰囲気で親睦を深めることができました。 

議長に指名された 
西支部 有田 雅一保護司 
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総会で贈呈式が行われ、出席者が見守る中、尾花市長より６名の

受賞者一人ひとりに市長感謝状が手渡されました。会場は祝福の拍

手につつまれ、晴れやかな受賞式となりました。 

岡本  都 （西支部） 

川西万貴子 （南支部） 

筒井  満 （南支部） 

林  俊行 （南支部） 

山下 二美 （南支部） 

前原 壯行 （北支部） 

（順不同・敬称略） 
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今年４月より６名の方が着任されました。 

これからよろしくお願いいたします。 

                                                                                                                                                                                                        

   

                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

企画調整課長 

後藤 高志 

社会復帰調整官

小林 拓 

 

保護観察官 

笠谷 佳世 

保護観察官 

田所 良太 

保護観察官 

酒谷 欣弥 

統括保護観察官 

鐸木 俊雄 

四
年
ぶ
り
に
地
元
和
歌
山
に
て
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
た
な
気
持
ち
で
和
歌
山
の

更
生
保
護
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

着
任
後
ま
だ
和
歌
山
城
し
か
堪
能

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
々
の
面
接

や
保
護
司
の
方
々
と
の
交
流
で
和
歌

山
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

励
ん
で
参
り
ま
す
。 

御
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

  

今
春
、
統
括
保
護
観
察
官
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
鐸
木
俊
雄
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
、
和
歌
山
保
護
司
会
と

の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
浅
学
非
才
で
す
の
で
、
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

こ
の
度
、
大
阪
保
護
観
察
所
か
ら

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
和
歌
山

で
の
勤
務
は
初
め
て
で
、
至
ら
ぬ
点

も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
八
年
ぶ
り
に
大
阪
保
護

観
察
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
医
療
観
察
制
度
の
適
正
な
運
用

に
向
け
て
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
大
阪
保
護
観
察
所
か
ら

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
和
歌
山

市
内
の
更
生
保
護
に
貢
献
で
き
る
よ

う
尽
力
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

観察所転入 

観察所転出 

氏 名 転出先（新官職） 氏  名 転出先（新官職） 

道 野 重 信 京都保護観察所（首席保護観察官）  保 田 久 美 大阪保護観察所（保護観察官） 

福 地 亮 人                                      札幌保護観察所（統括保護観察官） 毛谷村 穂 孝 大阪保護観察所（社会復帰調整官） 

中 尾 和 良 大津保護観察所（統括保護観察官） 石 井 勇 気 大阪保護観察所（社会復帰調整官） 
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各支部令和 6 年度総会・第 1 期地域別定例研修 

各支部総会が開催され、各支部議長の進行で令和５年度事業報告・決算報告及び監査報告、令和６年度 

事業計画（案）・予算（案）がすべて、賛成多数で承認されました。 

 

研修 テーマ：生活環境調整報告書及び保護観察経過報告書の書き方（複数担当における留意点） 
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和歌山保護司会の先陣を切って、東支部の研修会です。 

今回のテーマは「生活環境調整報告書及び保護観察経過報告書の書き方」でした。 

経験の浅い保護司さんは勿論、全ての保護司さんが再確認の為に重要な研修会です。 

単なる、「書き方」だけではなく、「個人情報保護・情報セキュリティ確保」に関する術を受講しました。 

私事ながら、我が東支部からお預かりした、USBメモリーはパスワード無く、ずっと不安な思いでこれを使っ 

ていました。３月に一念発起、パスワード付のメモリーに交換していました。 

今回の研修を機に支部で使用している物を全てパスワード付に変更しました。 

又、事件報告書もofficeでの作成及び提出。記憶媒体への保存は禁止。（来年度より） 

保護司専用ホームページでの作成、提出に移行されます。 

これを機に、保護司専用ホームページでも、手書でも、より一層取り扱いの重要さを認識した研修会でした。 

 

 

東支部 

西支部 

南支部 

北支部 
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俳 句 教 室 作 品 

 新任・OB・OG の皆さん 

日時：毎月第３水曜日 １０時～ 

対象：更生保護関係者 

 

第 74回〝社会を明るくする運動〟 

●JR和歌山駅頭広報 

日時：令和６年７月１日（月） 

場所：JR和歌山駅頭 

受付：AM7:00～わかちか広場にて 

広報活動：AM7:30～ 

メッセージ伝達式：AM8:00～ 

＊ホゴちゃん Tシャツをお持ちの方は着用をお願いします❣ 

●広報グッズ・ポスター等 

和歌山保護司会から各支部へ広報グッズをお渡ししています。 

●作文コンテスト 

中学校担当保護司を中心に小中学校へ直接チラシ等を持参して

いただき、応募依頼を行っていただきます。 

＊各支部長・各支部犯罪予防活動部長へお問い合わせください 

 

 

 
 
 

  

今
年
の
冬
は
暖
冬
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
な
ん
と
平
均
気

温
が
１
・
３
度
も
高
か
っ
た
と
か
？ 

 

毎
日
、
１
度
以
上
高
い
の
で
す
か
ら
び
っ
く
り
で
す
。

感
覚
的
に
は
、
熊
の
冬
眠
の
如
く
、
い
つ
も
寒
さ
に
震
え

て
い
ま
し
た
。 

や
っ
と
、
桜
の
便
り
と
共
に
活
動
開
始
。 

毎
年
訪
れ
て
い
る
造
幣
局
、
半
分
以
下
の
開
花
、
そ
の

後
、
扇
町
公
園
へ
移
動
。
八
重
か
ら
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
へ
の

珍
し
い
「
は
し
ご
花
見
」
で
し
た
。 

                        
 
 
 

H
・
I
・ 

                           

東支部 社会を明るくする運動広報 
２０２４．４ 

日前神宮にて 
 社明広報を行いました。 

毎年７月下旬に「日前宮薪能」が開催されています。それに合

わせて社明広報を行っていました。コロナ化で中止が続いており

ましたが、今年４月８日に久方振りに「日前宮薪能」が開催される

事になり「ここぞ！」とばかりに保護司の皆さん気合を入れて広

報グッズを配布しながら広報活動をしました。終盤、雨に見舞わ

れ広報グッズを配布しきれませんでしたが、社明広報の意義は伝

わったかなと思います。 

参加してくださった保護司の皆様お疲れさまでした。 

 
 

 雨の中お疲れ 

さまでした❣ 
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体
ご
と
口
と
な
り
た
る
燕
の
子 
 
 
 

森 

幸
子 

鉢
植
の
頭
で
つ
か
ち
ア
マ
リ
リ
ス 

 
 

乾 

三
千
代 

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
ま
ん
丸
夢
孕
む 

 
 

大
竹 

有
美 

春
眠
の
夢
を
破
り
し
夫
の
声 

 
 
 
 

乙
井 

八
重
子 

草
む
ら
に
ひ
そ
む
子
猫
の
耳
が
見
ゆ 

 

小
西 

健
之 

さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
と
粒
に
ぎ
り
孫
眠
る 

 

坂
本 

記
美
子 

潮
騒
の
気
怠
く
と
ど
く
暮
の
春 

 
 
 

坂
本 

漸 

観
桜
や
平
日
と
て
も
こ
の
人
出 

 
 
 

杉
谷 

睦
夫 

飛
花
落
花
樹
下
に
並
び
し
車
椅
子 

 
 

得
津 

壽
美
代 

桜
餅
会
の
茶
菓
子
は
夫
へ
土
産 

 
 
 

中
村 

咲
子 

  
 

 
 

選
者 

 

「
森 

幸
子
」 

 

つ
と 


